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論　　文　　の　　要　　旨

　P．J．Cohenによる1963年の重orcing㎜ethodがラD．Sco枕によりブール代数値モデルヘと展開さ

れう集合論に新しい視点が与えられた。近年これを更に、ハイティング代数値モデルヘと拡げ，集

合論により広い視点を与えようという研究が行なわれてきている。本論文はその研究の一環をなす

ものでありラハイティング代数（Ha）の完傭化ラとくに有界分配東（BDL）としての補積と関係し

た重要な結果を与えている。Haの完備化はブール代数（Ba）の完備化に比べ多様である。・本論文で

は，とくに、標準完備化ライデアル全体による完備化ヨ極大イデアルのなすopen　a王gebraによる完

備化について論じている。とくに重要な結果はラ以下の（5）ラ（6）ラ（7）、（8），（9）で述べられる、ハイティ

ング拡大V（H）の中における完備ハイディング代数（cHa）の9亘oba1secti㎝についての結果及びその

応用である。

　論文の前半ではヨ（1）Haの補積がまたHaになること。（2）性質丁をもつBDLについて雪極大イデア

ルのなすopeM1gebraの特徴づけヨ（3）St㎝e－Cechのコンパクト化の東論的な見方ラなど興味ある結

果を与えている。また補積と完備化の関係については、

　（4）XラYを位相空問、○CO，OCつをその開集合がなすcHaとする。このとき○（X×Y）は○CO

⑧○つと同型である。

という簡明な結果を与えている。

　論文の後半ではラ前半の諸結果をもとに、ハイティング拡大V（H）の中のcHaの9玉oba1secti㎝の表
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示とその応用としてヨつぎの（5）～（9）の重要な結果を与えている。

　（5）HをcHaヨΩをHaとする。またラR㈲をHの正則元のなすcBaとする。このときΩ（H）は亙画②

Ωと同型である。

これはヨK醐鮒Sco枕のcBaについての結果の拡張となっている。

　（6）L，L1を分配東，ILヨ亙L1をそのイデアルのなすcHaとする。このときヨIぴはI（L⑧L’）

及び正：⑧口：アと同型である。

　（7）HをcHaうXを位相空間とする。このときO⇔◎はH⑧○GOと同型である。

　（8）（7）でH＝Oぽ）ならば雪O（測はO（X×Y）と同型である。

　（9）　“O（X。）と○（X）が同型である”ことがV（o（T〕）で成立する。

本論文では更にヨ（5），（6），（7）を害Fo岨ma孤・Scottの内化により雪V（剛の中の同型定理にすることが．で

きることも示してし）る。

審　　査　　の　　要　　旨

集合論の命題にヨハイティング代数の元を論理値として与えラ集合論の拡大されたモデルをつくる

研究には昏近年多くの研究者の興味が寄せられている。この場合曾ハイティング代数の完備化は多

様であるため害その完備化についての性質は現在十分にはわかっていない。本論文はその中でヨ（1）

標準完傭化ヨ（2）イデアル全体による完傭化ヨ（3）極大イデアルのなすopeM豆gebraによる完備化ヨに

ついて里重要かつ簡明な結果を与えている。これらの諸結果は雪それ自身興味あるものであるが菅

集合論への応用にも重要なものとして高く評価できる。またラ本論文で与えている集合論への応用ラ

「“○（X・）と○⇔◎が同型である”がV｛o｛T〕〕で成り立つ」という結栗はopeM且gebra特有の性質で害重

要な結果として高く評価できる。

　よって、著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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